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概要 
本研究は，絵画教室で色鉛筆による植物の写実的描

画を始めた入門者による一人称研究である．入門者が
自らの作品と指導者のコメントをまとめていた制作メ
モにもとづくエスノグラフィから，描画実践を通じて
立ち上がってくる意味と指導者が持つ創造性について
理解を深める過程を考察する．芸術分野で行われてき
た制約の緩和や創造促進的効果等に関する先行研究の
知見を補完できるものとして，当事者の視点が持つ可
能性を議論する．   
 
キーワード：写実的描画, 入門者, 意味，創造性, 一人
称研究 

1. はじめに 

本研究では，絵画教室の入門者が指導者の教えをど

のように解釈し表現しうるのか，その過程において指

導者が持つ創造性をどのように理解し入門者なりに試

していくのかについての，探索的な検討を試みる． 

絵画の描画や鑑賞における初心者の創造性について

は，写実性制約とその緩和を手掛かりに研究が進めら

れてきた[1][2][3]．これらの先行研究では，美術の初心

者は，描画においても鑑賞においても，現実に存在する

事物との視覚的な類似性を重視したり，その事物を中

心に考察したりするという「写実性制約」を示す傾向が

あり，これを緩和することで創造的な描画や鑑賞が可

能になることが示されている．制約を緩和するための

条件として，抽象画の模写，説明文の提示等が用いられ，

制約の緩和は，構図や形式（たとえば，光の当たり具合

など）等の解釈や試行として確認されている． 

あらためて，以上に示した先行研究の知見を，絵画に

取り組み上達したいと考えている主体が師匠から描画

のわざを学び取っていくような師弟関係にもとづく正

統的な描画実践に照らし合わせてみると，次に示す 2

つの問いが浮かび上がる．第一に，上達を目指す主体は

自らの描画実践の中で，先行研究が示したような制約

の緩和に相当するプロセスにどのように遭遇し，どの

ように解決しうるのかである．第二に，写実的描画の中

での創造性への気づきがどのように立ち現れるのかで

ある．描画の基本である写実的描画における師弟のや

りとりの中で，主体は創造性をどのように捉えるのか．

本研究ではこの 2 点について，作品と制作メモにもと

づいた探索的な検討を試みる． 

2. 絵画教室の概要 

本研究がフィールドとするのは，芸術大学出身の画

家が主宰するアトリエの中の，色鉛筆教室である [4]．

ここには，絵を描くことが好きで，自分が納得できる絵

を描きたいと考えている多様な背景の入門者が，体験

の機会を経て入会している．本研究では描画に取り組

む主体を，初心者ではなく入門者として位置付けてい

る．入門者には指導者の教えを理解し上達したいとい

う動機があると考えられる．  

色鉛筆教室は毎回 2時間で，入門者 5～6名が，アト

リエを主宰する指導者のもと，植物の写実的描画に取

り組む．毎回開始時点に，指導者が用意した季節の切り

花の中から，入門者が描きたいと考える花を 1～2本選

ぶ．それを各自に用意された花瓶に指し，鉛筆でおおよ

その構図を作成した上で色鉛筆を使って描いていく．

画用紙の大きさはハガキサイズからA5 版程度である．

指導者は細かな書き方は指示せず，入門者が持つ各々

の描き方の特徴を尊重しながら，入門者自身が気づき

を持って描画していけるような声掛けを行う．描画中

に行き詰まったり疑問が生じたりした場合は，質問す

ることも可能である．教室の最後 10分程度は合評の時

間となり，当日描いた絵をボードに掲示し，指導者のコ

メントにつづいて，参加者同士が建設的に意見交換す

る時間が設定されている．選んだ花によっては，2時間

で作品が完成しないこともあり，その場合は次回以降

あるいは自宅で完成するまで取り組む．このような環
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境で，入門者は本人の描画技術の可能な範囲で，指導者

の声掛けやコメントを解釈し，主体的に制約の緩和に

相当する思考や行動をするものと考えられる． 

筆者は，芸術を専門的に学んだ経験はないが，描画に

対する苦手意識はなく，植物画に興味を持っており，で

きれば納得できる絵を描いてみたいと考えていた．指

導者の作品の鑑賞や体験の機会を経て，2024年 1月に

同教室に入門し，月 1 回程度の頻度で色鉛筆教室に通

っている．それに加えて，教室に通わない週は自宅で花

を用意して描画に取り組む．これは，指導者のコメント

の意図が具体的に理解できなかったり，自らの描画の

中で表現できなかったりした点を検討するために始め

た自主的な取り組みである．そのため，毎回教室で得た

コメントや気づきを制作メモとして記録していた．  

3. 研究方法 

研究アプローチは，入門者としての筆者が制作した

作品とそれに関する制作メモをデータとする一人称研

究である[5][6]．諏訪は，従来の研究方法で抜け落ちて

しまいがちな，一人称視点から見た「世の中の見え」

（自身と世の中の関係）という主観に着目することの

重要性を提起し，それを収集する方法として「からだメ

タ認知メソッド」を提唱している[5]．そして，そのよ

うな主観こそが，人が自分らしく生きる上で醸成する

「意味の世界」であるとする．諏訪のメソッドでは，外

界を構成するものの存在や関係性に関する自身の気づ

きを，身体を含めて記述し，そこから芽生える問題意識

や思考を記述する．本研究が対象とする制作メモは，身

体を意図的に含めた記述にはなっていないが，そもそ

も描画は身体を含んだ活動である．制作メモの記述内

容は，一人称的に捉えた自らの描画実践の改善過程や

コメントの解釈，指導者から感じ取った創造性などの

記述を含む．このようなことから，からだメタ認知メソ

ッドに近い視点である． 

本報告では，作品と制作メモという記録に残ったも

のだけを使ってエスノグラフィを記述し[7]，以上に示

した 2つの問いを検討する．なお，制作メモの記述は，

指導者のコメントをそのまま書き起こしたものではな

く，入門者という立場でコメントを受けた筆者による

解釈を経で記述されたものであることを断っておく．

分析対象とする期間は入門した2024年1月から約半年

間とする． 

 

4. 事例の分析 

事例の分析は次の手順で進める．最初に，半年で描い

た16作品と付随して記述した制作メモを時系列に参照

し，この期間に受けたコメントや気づきの中で，入門者

としての筆者にとって新しい知識あるいは重要な気づ

きだと考えられるポイントを抽出する．次に対象期間

を序盤，中盤，終盤の 3 つに分け，それぞれの時期で

特に注力して取り組んでいた課題を切り口に，抽出し

たポイントと作品を関連付けながら考察を進める． 

半年という期間を通じて，筆者が大切だと考えたポ

イントを，制作メモ内での初出の時系列に従って示す

と次のようになる．（1）同じ花でも人によって見え方が

違う．（2）「光っているところ」「明るいところ」をしっ

かり見る．（3）白さを引き立たせるために周囲の影とそ

の色を見る．（4）鉛筆の線を少し消すと本物に見える．

（5）花によって葉や茎の色が違う．（6）小さな花は全

部書かなくていい．（7）花びらの細かいところはあまり

気にしなくていい．（8）もっと色々な色がまざってい

る．（9）雄蕊や雌蕊，そして茎と葉をしっかり書くこと

で花らしくなる．（10）レイアウトをしっかり考える．

（11）1つの花でも，手前と奥の花びらの見え方は違う．

（12）手前と奥，光と影を意識する．これらのポイント

を確認すると，写実的な描画を意識しつつも，植物とい

う存在やその色が持つ意味への着目，花びらの色や質

感はそれら単体ではなく相互の違いの中から意味が立

ち上がること等が示されている．さらに，アトリエの外

からの光線やそこから生じる陰影への着目や全体の構

図への関心など，写実性制約を緩和する方向の働きか

けが，描画実践そのものに対して投げかけられ，それを

筆者も制作メモとして記述していたことがわかる． 

次に，対象期間の序盤，中盤，終盤それぞれの時期に，

筆者が特に意識して取り組んでいた描画実践のテーマ

について検討する．序盤は「白の使い方」，中盤は「そ

の花らしさ」，終盤は「手前と奥の表現」である． 

 

4.1 白の使い方 

 

色鉛筆で花を描く場合，白い花を白で描くだけでは

なく，光っているところ，明るく見えているところ等に

白を使う．たとえば（2）と（3）に代表されるような光

線に関わる声掛けやコメントが指導者から頻繁に提示

された．これにより筆者は，フリージアの丸くて細い茎

に光があたって明るい部分があることに着目し，緑で
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描いた茎の上に，白を使って光っているところを表現

したり（2024.1.20），スイセンの白い花びらの陰影にグ

レーを用いたり（2024.2.23），白の使い方だけでなく，

白さを際立たせるために光の加減を意識するようにな

っていく．色々な色がまざっているという（8）につい

ては，白いチューリップの花に紫色を用いるという実

技指導があった（2024.3.9）．このチューリップの作品は

図 1 に示しているが，つぼみの間は白い部分が多く，

咲いてくるとピンク色になる花であった．筆者は色々

な色を感じ取るべく，ピンク色の部分，茎に近い部分の

黄色や花びらの裏側の筋の黄緑などをぬり込んでいた．

それに対し指導者は，白い部分にも色が混ざっている

ことを示し，紫色や紺色を使うことを示唆した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図 1 描画例１（2024.3.9） 

 この期間筆者は，白の使い方を模索していたが，指導

者は白の使い方を事例として，光線の具合に注意を払

うこと，そこから花の陰影にも意識を向けるよう促し

てくれていた．これは写実性制約の緩和につながる働

きかけである．またその働きかけを制作メモとして記

述した筆者は，一定期間にわたって，描画実践の中で試

行錯誤していく．この過程は，当事者自らが主体的に制

約の緩和につながるプロセスを踏んでいたと解釈する

ことができる．一方筆者は，白いチューリップに紫色や

紺色を使うことに驚き，これを画家としての指導者が

持つ創造性であると捉えた．これらの一連の取り組み

は，白の使い方の議論ではなく，白いことにどのような

意味があるのか，その意味は花を取り巻く周囲の環境

や光線の関係を含めてどう実現されているのかを見る

ことであった．これは入門者にとって新しく出会う見

方と描画実践であり，この新しさの中に指導者が持つ

創造性の一端を感じ取った． 

 

4.2 その花らしさ 

 

色鉛筆教室の参加者が，意欲的に新しい花に挑戦し，

時間をかけて完成していく姿に影響を受けて，花びら

の多い花や細かい花がたくさんついている花への挑戦

を始めた．ポイントの（5）から（8）に関する振り返り

と挑戦の試みとして，自宅でスターチスと八重のトル

コキキョウを描いた（2024.4.13）．図 2の左側に示した

ように，細かい花の描き方や花びらの多い八重の花に

苦戦し，それぞれの花の特徴がなかなか出ない中，教室

でユリとデルフィニウムを書く機会があり（2024.4.20），

あらためて，（5）花によって葉や茎の色が違うこと，（9）

雄蕊や雌蕊，そして茎と葉をしっかり書くことで花ら

しくなることに再挑戦する．図 2 の左側の作品にさら

に色を塗り重ねたものが図2の右側となる．右側では，

スターチスの茎を丁寧に書き，トルコキキョウの葉の

色をスターチスの茎の色と区別し，花の中央部の描写

を明確にしたことで，花の特徴が増している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 描画例 2（2024.4.13）（2024.5.4） 

 この期間は，序盤に比べると紙面上の花のレイアウ

トが改善されていることもわかる．図 1 に示した作品

では花を先に描いてしまい，葉を描く紙幅がなくなっ

ていた．白の使い方も慣れ，自分なりに様々な色を使っ

て，白い花を表現している．この期間の特徴は，花らし

さは，咲いている花そのものだけではなく，それを支え

る額と茎や葉，雄蕊や雌蕊という存在によって意味が

立ち上がることに気づき始めた点である．この頃から，

花から先に完成させて，茎と葉に進むという描き方で

はなく，ざっと書きあげて全体を見ながら細部を描く

というスタイルになっていく．また，（4）に示したよう

に，輪郭を描いた鉛筆の線をどうやって消すのかとい

った点にも疑問を持ち始める．こうして様々な新しい

課題に気づくことは，「触発」であり[1]，入門者である

からこそ，それに挑戦していくものと考えられる． 
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4.3 手前と奥の表現 

 

対象期間の終盤では，バラ，ヒマワリ，アジサイ等の

花びらの多い花を描いていた．図 2 に示したトルコキ

キョウ以降も，シャクヤク，カーネーションといった花

の描画を続けていたが，すべての花びらを細かく書く

ことは難しかった．このような中，バラを１本だけ選

び，すべての花びらを丁寧に観察し詳細に描き出すこ

とに挑戦した（2024.5.31）．指導者からは，1 つの花で

あっても手前と奥の花びらの見え方が違うこと，奥の

花びらは詳細に描かず，それよりも手前の花びらに手

数をかけるとよいとのコメントを得た．筆者は（12）が

示すように，手前と奥を意識し始めるようになったが，

意識しはじめていた光の当たり方に加えた考慮点とな

った．つまり，手前と奥に関わらず，そこにはいずれか

の方向から光が当たっているのである．図 3 では，ヒ

マワリとセイヨウニンジンボクを描いている

（2024.6.28）．ヒマワリの花では，手前と奥をかなり意

識して描いたが，さらに意識できるはずとのコメント

があった．一方で，ヒマワリの奥に指したセイヨウニン

ジンボクは，全体的に柔らかな印象の花であり，ふんわ

りと描くことができた．これについては指導者から，手

前のヒマワリと奥のセイヨウニンジンボクの関係が表

現できたことで，花と花との間の空間に意味が出てき

たとの評価を得た． 

 

図 3 描画例 3 （2024.6.28） 

花の手前と奥の描き方は依然として課題ではあった

が，筆者にとっては「空間に意味が出る」という新しい

考え方との出会いとなった．以前，指導者が花の周りの

空気も含めて描いていくという主旨の表現をしていた

ことがあったが，花の写実的描画であっても，花だけを

描いているのではなく，そのまわりの環境である空気

も含めて意味を持たせていくということだと解釈する

ことができた．これは，筆者にとって描画実践の捉え方

の変化であり，指導者が持つ創造性への気づきとして

考えることもできる． 

5. 考察 

本研究では，師弟関係にもとづく描画実践を通じた

コメントをもとに，入門者が，自らの描画に活かすため

に試行錯誤する過程を検討した．花そのものや，花の色

や形のみにこだわりがちな入門者の見方を拡げようと

する指導者の働きかけと，そこから課題を見つけて継

続的に挑戦していく入門者の描画実践の中に，写実性

制約の緩和に相当する過程が存在していることが示唆

された．また，その過程において入門者はそれまで知ら

なかった様々な考え方や意味の持たせ方を知り，それ

を指導者が持つ創造性であると考えていた．本研究は

一人称研究であり，入門者の主観的な解釈とはなるが，

本人にとって新しいものと出会い，その持ち主に敬意

を払い，自らの実践へも取り入れる過程は，指導者が持

つ創造性との出会いである．このような過程を経て，あ

る名前と色を持つ花に，その花の周りの光や空気とと

もに意味を生み出す入門者の描画実践には，先行研究

に対して、当事者の視座を補完できる可能性がある。  
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